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も
り
や
す
・
く
に
ひ
ろ
　

　
１
９
６
７
年
９
月
26
日
生

ま
れ
。
93
年
３
月
、
京
都
大

学
大
学
院
工
学
研
究
所
（
土

木
工
学
専
攻
）
修
了
。
同
年

４
月
、
建
設
省
（
現
・
国
土

交
通
省
）
入
省
、
中
部
地
方

建
設
局
長
島
ダ
ム
工
事
事
務
所
配
属
。
在
イ
ラ
ン
日
本
国

大
使
館
二
等
書
記
官
、
北
陸
地
方
整
備
局
河
川
部
河
川
計

画
課
長
、
国
土
計
画
局
総
合
計
画
課
長
補
佐
、
土
地
・
水

資
源
局
水
資
源
計
画
課
長
補
佐
、
近
畿
地
方
整
備
局
琵
琶

湖
河
川
事
務
所
長
、
中
部
地
方
整
備
局
豊
橋
河
川
事
務
所

長
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
公
共
事

業
省
派
遣
）
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
水
フ
ォ
ー
ラ

ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
兵
庫
県
加
古
川
市
副
市
長
を
経
て
、

６
月
28
日
か
ら
現
職
。
座
右
の
銘
は
、
上
杉
鷹
山
が
詠
ん

だ
「
為
せ
ば
成
る
　
為
さ
ね
ば
成
ら
ぬ
何
事
も
　
成
ら
ぬ

は
人
の
為
さ
ぬ
な
り
け
り
」
。

　
―
就
任
に
当
た
っ
て
の
抱

負
・
展
望
は
。

　
守
安
　
人
口
の
多
い
首
都
圏

を
流
れ
る
河
川
の
管
理
・
整
備

を
担
う
こ
と
の
責
任
の
大
き
さ

を
感
じ
、
身
が
引
き
締
ま
る
思

い
。
流
域
の
自
治
体
か
ら
は
、

早
期
の
治
水
対
策
に
関
す
る
要

望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

し
っ
か
り
と
対
応
し
た
い
。
河

守安　邦弘　江戸川河川事務所長インタビュー
　
６
月
28
日
に
江
戸
川
河
川
事
務
所
長
に
就
任
し
た
守
安
邦
弘
氏
が
、
日
刊
建
設
タ
イ
ム
ズ
の

単
独
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
た
。
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
５
か
年
加
速
化
対

策
」
の
予
算
を
円
滑
に
執
行
し
、
堤
防
整
備
な
ど
の
ハ
ー
ド
対
策
を
含
む
流
域
治
水
を
推
進
す

る
方
針
。
ま
た
、
都
市
河
川
を
「
街
の
中
の
貴
重
な
自
然
空
間
」
と
捉
え
、
地
域
で
の
利
用
を

見
据
え
た
河
川
環
境
整
備
に
取
り
組
む
。
建
設
業
の
健
全
な
発
展
の
た
め
、
働
き
方
改
革
や
生

産
性
の
向
上
な
ど
に
つ
い
て
、
発
注
者
と
し
て
の
責
任
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
話
し
た
。

発注者の責任果たす

を
は
じ
め
と
す
る
働
き
方
改
革

や
生
産
性
の
向
上
な
ど
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
発
注
者
と
し

て
の
責
任
を
果
た
し
て
い
き
た

い
。
現
場
か
ら
魅
力
的
な
も
の

に
し
て
い
く
た
め
、
忌き

憚た
ん

の
な

い
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
。

　
―
事
務
所
に
お
け
る
イ
ン

フ
ラ
分
野
の
Ｄ
Ｘ
の
進
め
方
は
。

　
守
安
　
本
省
が
３
月
に
作
成

し
た
「
イ
ン
フ
ラ
分
野
の
Ｄ
Ｘ

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
に
基
づ

く
と
と
も
に
、
荒
川
下
流
河
川

事
務
所
が
行
っ
て
い
る
三
次
元

デ
ー
タ
を
活
用
し
た
河
川
管
理

な
ど
の
動
き
も
参
考
に
し
つ

つ
、
何
が
で
き
る
か
を
し
っ
か

り
と
検
討
し
た
い
。
ま
た
、
事

務
所
の
組
織
を
横
断
的
に
、
か

つ
若
手
も
交
え
、
建
設
Ｄ
Ｘ
に

関
す
る
勉
強
会
を
開
催
し
た
い
。

　
―
建
設
資
材
価
格
な
ど
の

高
騰
に
関
し
て
は
ど
う
か
。

　
守
安
　
物
価
の
高
騰
が
全
建

設
業
に
お
け
る
課
題
と
認
識
し

て
い
る
。
本
局
か
ら
の
通
知
に

基
づ
き
、
し
っ
か
り
と
対
応
す

る
。

　
―
趣
味
、
習
慣
は
。

　
守
安
　
趣
味
は
、
イ
ラ
ン
に

着
任
す
る
前
か
ら
嗜
ん
で
い
る

料
理
。
千
葉
は
海
産
物
が
豊
富

で
、
楽
し
み
に
し
て
い
る
。
ま

た
、
健
康
維
持
・
体
力
維
持
の

た
め
、
月
50
㎞
を
目
標
と
し
て

ジ
ョ
ギ
ン
グ
し
て
い
る
。

川
整
備
は
、
国
だ
け
で
な
く
、

流
域
の
自
治
体
な
ど
と
連
携
し

て
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
基
づ
き
、「
防
災
・
減
災
、

国
土
強
靱
化
の
た
め
の
５
か
年

加
速
化
対
策
」
の
予
算
を
十
分

に
生
か
し
な
が
ら
推
進
す
る
。

ま
た
、
都
市
河
川
は
街
の
中
の

貴
重
な
自
然
空
間
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
利
用

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
環
境

整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
―
江
戸
川
左
岸
堤
防
整
備

に
つ
い
て
。

　
守
安
　
洪
水
に
耐
え
る
た
め

の
断
面
が
不
足
し
て
い
る
箇
所

が
あ
る
た
め
、
堤
防
強
化
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
上
下

流
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら
、

５
か
年
加
速
化
対
策
の
中
で
進

捗
を
図
っ
て
い
る
。
２
０
２
２

年
度
は
、
野
田
市
今
上
地
先
と

流
山
市
中
野
久
木
地
先
に
お
け

　
福
井
電
機
㈱
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室
（
室
長
＝

土
井
宜
国
・
社
会
イ
ン
フ
ラ
シ

ス
テ
ム
部
長
）
の
主
催
に
よ
る

「
地
域
清
掃
活
動
」
が
１
日
、

千
葉
市
内
の
千
葉
ポ
ー
ト
パ
ー

ク
で
行
わ
れ
、
同
推
進
室
メ
ン

バ
ー
の
６
人
を
は
じ
め
、
有
志

ら
総
勢
28
人
が
汗
を
流
し
た
。

　
社
員
の
「
環
境
美
化
へ
の
意

識
」
を
高
め
る
と
と
も
に
、
千

葉
市
が
進
め
る
「
市
民
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
応
援
す
る
も

の
で
、今
回
が
初
め
て
の
実
施
。

今
後
も
定
期
的
に
「
年
２
回
の

ペ
ー
ス
で
、
地
域
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
取
り
組
ん

で
い
く
」
（
土
井
室
長
）
と
し

て
い
る
。

　
こ
の
日
の
清
掃
活
動
で
は
、

参
加
者
を
Ａ
・
Ｂ
グ
ル
ー
プ
に

班
分
け
し
、
可
燃
物
、
不
燃
物
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
ビ
ン
・
缶
の

４
つ
に
分
別
し
た
。

身
近
な
地
域
と
人
に

感
謝
の
意
味
を
込
め

　
清
掃
活
動
に
先
立
ち
、
主
催

者
を
代
表
し
て
土
井
室
長
は
、

こ
の
活
動
の
主
旨
に
つ
い
て

「
一
番
身
近
な
地
域
で
あ
り
、

建
設
業
に
携
わ
る
う
え
で
は

様
々
な
地
域
の
方
に
お
世
話
に

な
る
こ
と
か
ら
、
感
謝
の
意
味

も
込
め
て
行
う
も
の
」と
説
明
。

「
ご
安
全
に
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
た
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

　
同
社
で
は
、
昨
年
10
月
に
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室

を
発
足
。
今
年
２
月
に
は
、
ち

ば
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
登
録
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
内
容
を

理
解
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向

け
て
貢
献
す
る
こ
と
を
宣
言
し

た
。Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
活
動
計
画

地
域
貢
献
目
標
か
ら

　
ち
ば
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ
ー
ト
ナ
ー

に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向

け
た
同
社
の
経
営
方
針
等
で

は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
に
取
り
組

む
他
企
業
や
地
域
の
様
々
な
団

体
、
学
校
な
ど
と
連
携
し
、
持

続
可
能
な
社
会
の
実
現
へ
の
貢

献
が
あ
る
。

　
具
体
的
に
は
、
①
地
球
温
暖

化
ガ
ス
の
排
出
抑
制
へ
の
取
り

組
み
②
様
々
な
人
が
働
き
や
す

い
職
場
づ
く
り
③
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

普
及
活
動
へ
の
取
り
組
み

―

を
掲
げ
る
。

　
土
井
室
長
に
よ
る
と
、
今
回

の
活
動
に
関
係
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

目
標
（
ゴ
ー
ル
）
は
、
①
住
み

続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
（
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
11
）
②
つ
く
る
責
任
、

つ
か
う
責
任
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
12
）

③
海
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う
（
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
14
）

―
に
あ
た
る
と

い
う
。

【
福
井
電
機
㈱
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
２

０
２
２
年
度
活
動
計
画
】

　
〇
電
力
年
間
使
用
量
削
減
目

標
＝
２
０
２
１
年
度
比
５
％
削

減
（
38
・
７
万
kW
ｈ
）
。
照
明

の
こ
ま
め
な
消
灯
／
空
調
の
控

え
め
な
温
度
設
定
／
電
気
機
器

の
未
使
用
時
の
主
電
源
オ
フ

　
〇
紙
の
使
用
量
の
削
減
目
標

＝
複
合
機
・
プ
リ
ン
タ
出
力
数

２
０
２
１
年
度
比
10
％
削
減

（
１
７
１
万
枚
）
。
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
会
議
の
促
進
／
社
内
申
請

書
類
等
の
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
化
／

販
売
シ
ス
テ
ム
の
ワ
ー
ク
フ
ロ

ー
機
能
拡
充
／
電
子
Ｆ
Ａ
Ｘ
の

導
入

　
〇
地
域
貢
献
活
動
目
標
＝
清

掃
活
動
、
２
回
実
施
。
海
岸
・

公
園
な
ど
の
清
掃
活
動
／
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
体
験
活
動

　
熊
谷
俊
人
知
事
は
８
日
、
鋸

南
町
の
佐
久
間
川
、
南
房
総
市

の
県
立
安
房
拓
心
高
等
学
校
、

館
山
市
の「
渚
の
駅
た
て
や
ま
」

な
ど
を
視
察
し
、
各
首
長
と
意

見
を
交
わ
し
た
。
視
察
等
を
終

え
た
熊
谷
知
事
は
、｢

鋸
南
町

で
は
海
岸
線
を
視
察
し
、
町
の

課
題
意
識
、
整
備
イ
メ
ー
ジ
を

直
接
聞
い
た
。
ま
た
、
佐
久
間

川
に
関
し
て
竹
木
等
が
繁
茂
し

て
い
る
状
況
を
確
認
し
た
。
緊

急
性
の
高
い
箇
所
が
分
か
っ
た

た
め
、
時
間
軸
を
持
っ
て
担
当

部
署
と
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

｣

と
話
し
た
。

　
佐
久
間
川
は
町
南
部
を
東
西

に
流
れ
る
二
級
河
川
。
白
石
治

和
・
鋸
南
町
長
は
佐
久
間
川
に

架
か
る
学
校
橋
上
で
、
熊
谷
知

事
に
対
し
て
河
川
敷
に
お
け
る

土
砂
の
堆
積
や
竹
木
等
の
繁
茂

が
生
じ
て
い
る
状
況
を
説
明

し
、
災
害
時
に
被
害
が
拡
大
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
と
し
て
早
期

整
備
を
要
望
し
た
。

　
安
房
拓
心
高
等
学
校
は
、
１

９
２
２
年
に
安
房
郡
立
千
葉
県

る
低
水
護
岸
工
事
等
を
進
め
る
。

　
―
江
戸
川
高
規
格
堤
防
整

備
の
う
ち
、
市
川
市
高
谷
Ⅱ
期

地
区
に
つ
い
て
。

　
守
安
　
市
川
市
に
よ
る
背
後

地
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
移
設

と
事
業
調
整
し
な
が
ら
進
め
て

い
る
。
市
は
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
移
設
の
設
計
準
備
を
進
め
て

い
る
。
事
務
所
と
し
て
は
、
移

設
予
定
地
を
除
く
盛
り
土
の
設

計
検
討
に
取
り
掛
か
っ
て
お

り
、
23
年
度
以
降
の
工
事
着
手

を
検
討
し
て
い
る
。

　
―
江
戸
川
高
潮
対
策
に
つ

い
て
。

　
守
安
　
県
と
の
共
同
事
業
に

よ
り
行
徳
橋
の
架
け
替
え
を
完

了
し
た
こ
と
か
ら
、
22
年
度
は

県
が
旧
橋
の
撤
去
を
発
注
す
る

予
定
。
事
務
所
と
し
て
は
22
年

度
ま
た
は
23
年
度
に
、
旧
橋
付

近
等
に
お
け
る
高
潮
堤
防
整
備

を
進
め
る
。

　
―
そ
の
ほ
か
の
取
り
組
み

は
。

　
守
安
　
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
指
標

と
し
た
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
た
め
、

生
態
系
調
査
や
協
議
会
の
運
営

な
ど
に
よ
り
、
自
治
体
が
取
り

組
む
河
川
環
境
づ
く
り
を
支
援

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
排
水

機
場
な
ど
河
川
管
理
施
設
に
つ

い
て
、
し
っ
か
り
と
機
能
の
役

割
を
果
た
し
て
い
け
る
よ
う
、

維
持
管
理
に
努
め
る
。

　
―
23
年
度
以
降
お
よ
び
５

か
年
加
速
化
対
策
後
の
展
望
は
。

　
守
安
　
東
京
23
区
に
近
い
流

山
市
、
松
戸
市
、
柏
市
は
人
口

が
増
加
し
て
お
り
、
開
発
圧
力

が
高
い
地
域
で
あ
る
こ
と
も
踏

ま
え
て
流
域
治
水
対
策
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
。
し
っ
か
り

と
予
算
を
確
保
し
、
事
業
を
進

め
て
い
く
。
ま
た
、
高
台
ま
ち

づ
く
り
、
水
災
害
リ
ス
ク
情
報

の
公
表
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

整
備
、
避
難
体
制
の
強
化
、
自

治
体
と
の
協
力
体
制
の
構
築
な

ど
の
ソ
フ
ト
対
策
も
、
ハ
ー
ド

対
策
と
併
せ
て
推
進
す
る
。

Ｄ
Ｘ
な
ど
で
魅
力

あ
る
現
場
を
実
現

　
―
地
元
建
設
業
へ
の
期
待

は
。

　
守
安
　
地
元
建
設
業
は
地
域

づ
く
り
の
縁
の
下
の
力
持
ち
で

あ
り
、
災
害
対
応
に
も
協
力
い

た
だ
い
て
い
る
。
建
設
業
の
健

全
な
発
展
が
重
要
で
あ
り
、
魅

力
あ
る
業
界
を
実
現
し
、
携
わ

る
方
が
や
り
が
い
や
幸
せ
を
感

じ
ら
れ
る
よ
う
、
ｉ
―
Ｃ
ｏ
ｎ

ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
や
イ
ン

フ
ラ
分
野
の
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）

加
速
化
対
策
で
治
水
推
進

土
井
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
推
進
室
長

福
井
電
機
が
地
域
清
掃
活
動
　

初
弾
は
千
葉
ポ
ー
ト
パ
ー
ク

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
室
が
呼
び
か
け

安
房
農
業
水
産
学
校
と
し
て
開

校
し
、
２
０
２
２
年
で
創
立
１

０
０
周
年
を
迎
え
た
。
熊
谷
知

事
は
、
老
朽
化
の
状
況
や
今
後

の
少
子
化
に
お
け
る
地
域
の
県

立
高
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て
課

題
意
識
を
聞
い
た
と
し
、
「
予

算
枠
を
広
げ
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
課
題
が
あ
る
と
認
識

し
た
。
し
っ
か
り
と
県
教
育
委

員
会
と
話
を
し
て
い
き
た
い
」

と
の
考
え
を
示
し
た
。

　
「
渚
の
駅
た
て
や
ま
」
は
、

館
山
市
が
旧
県
立
安
房
博
物
館

の
移
譲
を
受
け
て
整
備
を
行

い
、
12
年
３
月
に
完
成
し
た
交

流
拠
点
。
熊
谷
知
事
は
「
桟
橋

の
拡
張
等
が
進
め
ら
れ
て
い
る

が
、
さ
ら
な
る
港
湾
整
備
の
必

要
性
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
。
着
実
に
投
資
し
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
た
。

　
記
者
団
か
ら
、
今
回
で
43
か

所
目
の
視
察
と
な
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
問
わ
れ
る
と
、
熊
谷
知

事
は
「
課
題
解
決
に
向
け
て
ス

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ
せ
た
も
の

や
、
意
見
交
換
の
中
で
共
有
で

き
た
課
題
に
つ
い
て
優
先
順
位

を
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
話
を
し
て
い
る
も
の
も

あ
る
。
順
次
、
結
果
を
出
し
て

い
け
る
と
思
う
」
と
語
っ
た
。

時間軸持ち整備熊
谷
知
事 

鋸
南
町
の
佐
久
間
川
等
視
察

佐久間川の状況について白石町長（左から２人
目）などから説明を受ける熊谷知事（同１人目）

きょうの
紙 面

公
共

県企業局／予備水源施
設撤去23年度は10か所

2
公
共

佐倉市優良建設業者表
彰４社・５工事に栄誉

2
公
共

市川市／大洲保育園移
転民営化公募は来年度

2
公
共

浦安市／市道１―９号
歩道改良23年度公告へ

2
民
間

大和ハウス／長谷工で
中央区に1.4万㎡共住

2
公
共

富津市給食共同調理場
23年秋に工事入り方針

2


